
社会福祉法人 清慈会 

障害者支援施設 清岳園 地域連携推進会議 議事録 

会議名  令和 8 年度 地域連携推進会議 
開催日時 令和８年 ７月２８日（木） １０時〜１２時 
場所  清岳園 本館 会議室 
参加者  構成員①（男性利用者）、構成員②（利用者家族）、構成員③（地域の関係者） 

 構成員④（経営に知見のある方）、構成員⑤⑥（福祉に知見のある方） 
 施設長、支援課長 

会議資料 〇令和 7 年度 清岳園事業報告 〇令和８年度 清岳園事業計画  
〇リスクマネジメントについて 〇地震避難の初期対応について 

記録  施設長 中村直人  支援課長 田中悟史 
１． 開会 

  
２． 施設長挨拶 

 
３． 議事 

（１）令和７年度清岳園事業報告について（施設長から説明） 
施設事業における取り組みについて、昨年は 3 点の重点目標に取り組みました。 

〇活動の充実 
心身の状況に応じたより適切な支援を構築することを目標に、利用者のニーズに合
わせた日々の活動として各班での活動を見直し、各班で行うレクリエーションなど
の充実に努め、活動のバリエーションを増やすことができました。 

〇支援の基礎の習得と専門性の向上 
自閉症スペクトラムに関する連続講座や資格取得、意思決定支援に係る外部研修に
参加したほか、施設内でオンライン研修できる「サポートカレッジ」と契約してお
り、各事業所で研修できるシステムにより職員が個別に受けたい研修を受講してい
ます。 

〇感染症、自然災害、事故、怪我、急病等への対応 
業務継続計画に関する訓練と研修を実施しました。地域との連携では、南部町社会
福祉協議会主催で開催された福祉施設の業務継続計画に係る情報交換研修に参加し
て、他事業所の取り組みなどを学び近隣地域の状況を含めて意見交換しました。情
報交換で学んだことは、業務継続計画を見直しに活かしています。 

     ※当施設は、南部町防災マップにおいて、風水害、地震がけ崩れの危険度は低い場所
となっている。町の福祉避難所にも指定されており、停電時には施設の一部に電力
供給できる発電機が設置されており、燃料を入れることができれば、発電し続ける
ことができるようになっている。近隣の会社と災害時にはできる限り供給してもら
えるよう申し合わせている旨を説明した。 

令和８年度 



＜質問＞構成員：建物が壊れたり、物が倒れたりしませんでしたか。 
施設長：建物は数か所に亀裂が入りました。地震保険には加入していました

が、 軽微であったため保険適応にはなりませんでした。建物の亀裂
は防水修理し、正面玄関のタイルも明日修理する予定です。建物は 15
年経過しており全体的な塗装も必要になっているため、その時には塗
装もきれいになる予定です。物などの落下はありませんでした。 

 
（２）令和８年度の事業計画について（施設長から説明） 

    〇事業内容 施設入所支援（定員 40 名）・生活介護（定員 40 名） 
短期入所事業（定員 2 名のほか空所がある場合は事業利用できる） 

〇平均障害支援区分〜5.56   
〇平均年齢〜54.3 歳（最高齢 78 歳） 
〇事業目標については、施設外活動の充実を図っていくことに重点を置き取り組んでい

く計画です。新型コロナウイルス発生から、施設内で発生すると蔓延しやすい状況も
あり、外出も控えてきましたが、今年からは、感染症の状況を見ながらではあります
が、外出の機会を増やしていくよう努めています。 
 

（３）リスクマネジメントの状況（支援課長から説明） 
前回の会議から、どのような事故だったのか、特に同じ方が転倒しているなどの状況
についてより詳しく知りたいとのご意見があり、今回は令和 7 年度下半期のインシデ
ント・事故報告を、詳細を含めて説明させて頂きます。 
 

   〇令和 7 年度（下半期）のリスクマネジメントについて報告します。 
・事故報告件数(37 件)下半期分（月別報告は以下の通り説明） 

月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 トータル件数 
報告件数 8 件 2 件 11 件 8 件 5 件 3 件   37 件  

・全 37 件のうち転倒報告が（9 件）、服薬ミスが(8 件)と全体の 4 割程度を占めている。 
 

＜転倒報告に関して＞ 
全 9 件のうち 4 件が同一の利用者であり、対応策として独歩から、車いす対応に変更する
ことで、1 月以降は転倒の報告はありません。 
他の事案に関しても冬場の路面状況不良での事故となっており、天候不良時は外作業の中
止（館内での代替活動の提供）、移動時は公用車を使用することでそれぞれ対策を図って
います。 
 

＜服薬ミスに関して＞ 
上半期と比較すると減少傾向にあります。ダブルチェックなど必要事項を怠らず、今後に
つなげていきたい。 



＜その他＞ 
連絡調整の不備、誤発注、確認ミス、施錠忘れなどが挙げられています。 
職員一人ひとりが、現場に入る際に、意識を高めていれば防げたミスも多数あります 
また、小さいミスの連続が大きな事故へとつながっていく事を十分に把握し、常に「報
告」「連絡」「相談」の徹底に努め事故防止・再発防止につなげていきます 

 
 
 ５．全体質疑 
   構成員：リスクマネジメントについて、高齢者施設でも「残存機能を活かして生活して欲

しい」ご家族の要望から、何度も転倒に至ったことがある。 
   課 長：今回の同一の利用者の転倒においても、独歩では歩けているが、方向転換時に転

倒、居室内での転倒、トイレ利用中の転倒と見守りが出来ない状態の中で起きて
いた。職員間でも議論し「残存機能の維持」をとるのか、車いす使用を選択する
のかを何度も議論、保護者の意向としては補助具を使用してみてはどうか？との
意向もあり、補助具を使用し訓練をしてきたが、正確な利用法が理解できず、逆
に転倒のリスクがある事から、日中の活動中は残存機能の維持のための歩行訓練
は継続し、日常生活では車いすを使用することで転倒には至っていません。 今
後も支援者側とご家族の意見の相違もあるが、最終的には「リスク」の軽減を一
番に考え事故・怪我の防止に努めていきたいと考えています。 

 
   構成員：災害について困っていることは無いか。 
   施設長：動物被害が多くなってきました。昨年は、鹿、カモシカ、イノシシ、サル、ハク

ビシンが出没しており、役場からは近くに寄らいないよう注意喚起があり、その
ように対応しています。各地で出没している熊は、敷地内では確認されていませ
ん。 

   構成員：近くでも熊が出没しています。熊用のホイッスルを事業所が準備してくれて、危
険を感じる時には使用していますが、清岳園はどのように対応していますか。 

   施設長：森の菜園（就労Ｂ型）が敷地内の農園を管理運営しており、数か所にセンサーが
取り付けられ、犬などの泣き声が出る仕組みになっている。また、南部町社会福
祉協議会で、職員にホイッスルを提供していることを聞き、施設で準備しまし
た。その他にラジオや熊鈴なども使用しています。 

 
 

６．施設見学 
施設長：食事は、令和 8 年 6 月 1 日から「シン食事サービス」の提供を開始しました。味

付けも良くバリエーションも豊富で利用者にも好評です。時間栄養学に基づく食
事サービスで、利用者の健康管理にも期待しています。 

   構成員：次回、状況を教えてください。 
 



 
 ＜施設見学の感想など＞ 

構成員①：静かですね。 
構成員②：皆さんお部屋でくつろげて笑顔がいいですね。 
構成員③：清掃の方は何人いらっしゃいますか。 
施設長 ：清掃員は 7 名おります。4 名が障がい者雇用で勤めていただいています。 
 

７． 連絡事項 
次回は、令和９年度の 6 月下旬から 7 月中に実施する予定ですので宜しくお願い致しま
す。 
 

８． 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



社会福祉法人 清慈会 

障害者支援施設 清岳園 地域連携推進会議 議事録 

会議名  令和７年度 地域連携推進会議 
開催日時 令和８年 ３月１９日（木） １０時〜１２時 
場所  清岳園 本館 会議室 
参加者  構成員①（男性利用者）、構成員②（利用者家族）、構成員③（地域の関係者） 

 構成員④（経営に知見のある方）、構成員⑤⑥（福祉に知見のある方） 
 施設長、支援課長 

会議資料 〇地域連携推進会議について（規程等）〇令和７年度 清岳園事業計画  
〇リスクマネジメントについて 

記録  施設長 中村直人  支援課長 田中悟史 
 
４． 開会 

  
５． 施設長挨拶 

 
６． 参加者紹介 

 
７． 議事 

① 地域連携推進会議の説明（施設長から説明） 
＜本会議の趣旨等について＞ 

本会議は、障害者支援施設における運営の透明性を図り、施設サービスの質の確保
することを目的に、①利用者と地域との関係づくり ②地域の人への施設等や利用者に関
する理解の促進 ③施設等やサービスの透明性・質の確保 ④利用者の権利擁護の４点に
取り組んでいくこととして国からの指針が示され、令和７年度から地域連携推進会議が
義務化されました。 

具体的に推進委員の皆様には、地域連携推進会議に参加して施設の機能や運営状況
を知っていただくこと。そして当施設を見学していただき、色々な意見交換をして、
福祉サービスに活かしていきたいと考えております。 

 
＜個人情報保護について＞ 
  個人情報については、本会議や施設見学で知りえた情報は、外部に漏らすことの無い

ように格別のご高配をお願い致します。 
 

＜地域連携推進会議規程＞ 
 規程内容を説明しました。 
 

令和 7 年度 



② 清岳園の概要（令和７年度清岳園事業計画）について（施設長・支援課長から説明） 
名  称 指定障害者支援施設 清岳園 
事業内容 施設入所支援（定員 40 名）・生活介護（定員 40 名） 

短期入所事業（定員 2 名のほか空所がある場合は事業利用できる） 
平均障害支援区分〜55 歳  平均年齢〜53 歳（最高齢 77 歳） 

   〇基本理念 
社会福祉法人清慈会は「利用者の人権尊重」を基本理念に、誰もが心身ともに健やか

に育成されるよう、また、社会の一員としての自立訓練や就労支援、生活介護等の支援
努めます。 

施設長：利用者の意思決定支援に努め、福祉サービスの充実に取り組んでいます。 
 

   〇令和 7 年度 運営方針 
・法人理念の「利用者の人権尊重」のもと、利用者、保護者、関係機関との連携を継続

し、利用者の心身の状況の変化に対応した支援を提供します。 
・高齢者・発達障害の方への支援とともに、３年間感染症対策のため、特に活動制限の

多かった若年層の利用者への支援に重点を置いて、支援体制の再構築を行います。 
・感染症施策、近隣の感染状況を考慮しつつ、引き続き感染症対応に伴い発生する施設

利用調整を効率的に行い、収入の安定に努めます。 
施設長：新型コロナウイルス発生から、施設内で感染症が発生した場合は短期入所利

用の一時的休業や、近隣地域の感染状況を踏まえ外出を控えるなどの対応を
してきましたが、感染症等に関する業務継続計画も策定され、計画に基づく
対応に切り替えています。令和 7 年度から、支援体制においても職員を増員
して利用者のニーズに応えて行けるよう努めています。 

    
③ リスクマネジメントの状況 

令和 7 年度 上半期のインシデント・アクシデントの状況について 
インシデント〜6 件（内薬関係 3 回他） 
施設長：薬関係〜薬セット時の日付間違いや、他の方の薬ケースに入っていたことが

あり、他職員が気付いて修正したなどです。 
アクシデント〜４１件（内転倒と怪我 15 件、薬関係 7 件他） 
施設長：転倒怪我では、トイレ等での移乗時の転倒や、環境因子による不穏行動から

他害行為などに至るケースもあります。利用者の状況に合わせて、職員配置
を多くするなどの対応はしていますが、突発的な行動については、すべてを
防ぐことができないのが現状です。 

 
 
 
 
 



 ５．全体質疑 
   構成員：リスクマネジメントについて、清岳園が開所されてから、施設からの無断外出す

ることが度々聞かれたが、現在は無くなっている。何か変化はありましたか。 
   施設長：支援費制度が 2003 年に施行され、この制度では、障害のある方が自らサービス

を選択し、事業者と契約を結んでサービスを利用する 「利用者本位」の仕組みが
導入されました。この時期から利用する方が自身で判断してサポートを受けたい
施設を選択できるようになり、利用者が施設を出ていくことは減少しました。現
在では、施設の支援体制も充実し安全に生活できる環境になりました。社会福祉
法人清慈会としても、福祉サービスが選択できるようにグループホームや福祉的
就労の場等を開設するなど、多様化する利用者のニーズに合わせて取り組んでき
ました。グループホーム開設時には、地域の方々の支えもあり、地域住民と共に
生活できています。 

   構成員：インシデント・事故報告等について、同じ方の事故があるようだが、内容はどう
なっていますか。 

   施設長：利用する方の中には、障害特性として、聴覚、視覚、臭覚に過敏性があり、環境
的要因でストレスを感じることがあります。その中には突発的に不穏になってし
まう方もいらっしゃいます。利用する方の表情などを観察し必要に応じて職員が
1 対 1 でサポートし情緒の安定は図っていますが、防ぎきれない場面も実際にあ
ります。次回の会議ではリスクマネジメント体制について、詳細をより詳しく説
明させて頂きます。 

   構成員：インシデント・事故報告書において、どの程度の事故なのかを文面だけでは判断
が付きづらい為、判断基準を明確にしてはどうか。 

   課 長：報告書としてあがった事案に対しては、必要に応じて早急に検討会議を開催し対
応策を話し合っている。今後は話し合いを基に、5 段階程度に分類し、高いリス
ク事案に対しては、報告書においても詳細に記していくよう努めていきます。 

 
６．施設見学 
 ＜感想など＞ 

構成員①：すべての方が個室で自分の部屋として利用しており室内も広い。 
構成員②：施設が綺麗に使用されている。臭いもない。 
構成員③：施設機能の説明を受けて、職場的に仕事のしやすさを感じる。よく考え施設が

設計されている。（洗濯の環境や感染症対策等） 
      

９． 連絡事項 
次回、令和 8 年度地域連携推進会議開催は、6 月下旬から 7 月中に実施する予定ですので
宜しくお願い致します。 
 

１０． 閉会 
 


